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二次評価結果

　評価できる取組

・デマンド交通「のりあい君」について、ミーティングポイントの見直しや期日前投票時の無料化を実施するなど、
利便性向上・利用促進に努めていることを評価します。
・高速名古屋線について、通学定期券補助の要件緩和を行い、利用促進に努めていることを評価します。
・来年度の地域公共交通計画策定に向けての利用者・住民向けアンケートや調査の実施により、利用者ニーズや
利用実態を把握したことを確認しました。

　期待する取組

・交通以外の分野（教育・医療・介護など）も含めた地域の多様な関係者と協議しながら、地域に合った適材適所
の交通サービスの実現に向けて、地域が主体となって新たな地域公共交通計画が策定されることを期待します。
・デマンドタクシーは予約データがとれていることから、利用状況に応じて、定時定路線にする方法もあります。ま
た、新たなデマンドシステムの効果検証にあたっては乗合率も重要な指標であり、利便性が高く、効率的な運行
になるよう課題意識をもって、引き続き取り組まれることを強く期待します。
・路線の見直しに際しては、引き続き利用者や住民から課題やニーズを聞き取り、利用目的や利用したい施設を
しっかりと把握した上で検討が進められ利便性向上・利用促進に努めていただくことを期待します。


